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◆業績は回復しています！それでも会社は「厳しい状況」

としてボーナスを抑え込もうとしています。社員の頑張

りにしっかりと応えるべきです！（上信越） 

◆会社の業績は回復してきていますが、社員への還元があ

りません。現場で働く社員を大事にしっかりと還元する

べきです！（関東） 

◆今まで以上に色々なことをやらされて、コロナ前以上に

列車も混雑しています。現場で働いている社員に成果を

配分するべきです！（関東） 

◆営業収益がコロナ前に戻ってきています。会社は出し渋

らず社員に出すべきです！（東北） 

◆会社の業績は好調です！ボーナスのときだけ「先行き不

透明」といって出し渋るのは許せないです！（関東） 

◆業績はすごく好調です！会社は「社員の生活設計を考えている」と言うのなら、ボーナスを出

し渋る理由はありません！（上信越） 

◆コロナで収入減となりボーナスが下げられました。社員みんなで日夜奮闘し、利益をここまで

上げてきました。日々の業務や増収に対して一番頑張っているのは社員です。現場で奮闘して

いる社員に成果を支払うべきです！（関東） 

◆コロナ禍でボーナスが抑えられました。社員の努力で業績はコロナ前と同じくらいまで回復し

ています！これまで以上にボーナスを出すべきです！（上信越） 

◆第２四半期決算が発表されました。コロナ前より良くなっています。これで出し渋りしたら、

会社を辞めてしまう社員が出てきます。ここでしっかりと社員に投資するべきです！（関東） 

◆会社は営業利益に着目していますがコストをコントロールしているのは会社であり、社員には

関係ありません。業績を回復させてきた社員の奮闘にしっかりと応えるべきです！（上信越） 

◆社員の仕事量が以前よりも増えています！会社は儲かっています。年末手当で社員に還元する

べきです！（上信越） 

◆会社を良くしたいと考えて様々な業務をやっていますが、労働の対価として今の賃金や期末手

当は低いです。稼いでいるのは社員です！その社員に対して還元するべきです！（関東） 

年末手当 Ｐａｒｔ⑦ 


